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過去40年間のレーザー核融合研究において、科学ブレークイーブンを目指した単発レーザーの高エネルギ

ー化が開発競争の牽引役であった。米国の国立点火施設(NIF)がその集大成である。科学ブレークイーブ

ン達成後、エネルギー開発を目指したレーザー核融合研究は、繰り返しレーザーによる工学実証フェーズ

へ次第に移行していくであろう。工学実証フェーズにおいても、レーザーの高エネルギー化が牽引役とな

ることが予想され、炉用ドライバーの最有力候補

である繰り返しDPSSLの高出力化およびプラズマ

実験への導入が鍵となる。今回,レーザー核融合炉

ドライバーとして有力な半導体励起固体レーザー

(DPSSL)を用いて、世界に先駆けて繰り返し高速点

火加熱用レーザーシステムを構築した。高速点火

スキームによる燃料爆縮と加熱を実現するため、

2008年に開発したDPSSL励起チタンサファイア超

短パルスレーザーHAMA[1]に、対向爆縮機能を追加

し、対向爆縮加熱4ビーム化とし、核融合反応を確

認した[2,3]。図に厚み100μmのSUS板に4ビームを

照射した際のX線ストリークカメラ画像を示す。本

レーザーシステムを発電炉開発のための基盤とし

て、ターゲット連続供、熱取り出しなどを統合

することが可能となる。講演ではHAMAレーザー

システムの詳細について報告する。	 
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図：厚み 100umの SUS板に 4ビームHAMAを照射し
たときのX線ストリーク画像 


